
目標値

指標名

事業の概要

事業分類

事業の目的

指標名

実　績

根拠法令

事務事業マネジメントシート

事務事業名

改善目標（    年度にむけて)

要求区分

予算科目

概要

事業の基本情報

戦略プラン

総合戦略

個別計画

係名

担当部課

新規・継続

事業体制

市民参加

市長公約

評価

指標の推移

事業計画

課題成果

活動実績

目標値

実　績

指標の
概要

１

２

事業期間

（

（

）

）

地域課題解決型の提案採択方式や、実施期間の拡張について検討していく。

実証実験の期間が最長で半年と短いことや、支援事業の成果
を社会実装に繋げること、また地域課題の解決や市民生活の
向上に結びつけていくことへの検討が必要である。

　IoTやAIなどの最先端技術による先進的なフィールド実験
を全国から公募し、実験場の提供やモニターの確保、費用補
助等の支援を行う。

全国各地への事業周知により、昨年を上回る提案23件のもと
５件を採択、１件辞退により、４件を支援した。また、昨年
度の実証実験主体者に成果発表の場を用意し、企業等とのマ
ッチングの機会を提供した。さらに、昨年に引き続き、最終
審査にてインターネット投票を実施、新たに顔認証技術を導
入し、市民が最先端技術を体験できる機会を提供した。

５～６月　事業周知
５～６月　企画提案の公募
７月　前年度の成果発表会
７月　１次審査
８月　最終審査
９～３月　トライアル支援・実施

５～６月　事業周知
５～６月　企画提案の公募（応募：23件）
７月　前年度の成果発表（Tsukuba Startup Night 2019）
７月　１次審査
８月　最終審査
10～３月　トライアル支援・実施

継続

Society　5.0社会実装トライアル支援事業

職員のみ

01-020108-16 科学技術振興に要する経費

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         5.0

         0.0

         5.0

         0.0

         4.0

         0.0

         0.0

         0.0

平成29年度～

第５期科学技術基本計画、科学技術振興指針(第２期)

　「Society 5.0」に係る社会実装に向けたトライアル（＝
実証実験）を公募し、民間の創意工夫を生かした優れたトラ
イアルを支援する。当該トライアルの実施主体と地域企業等
との連携及び当該トライアルの核となる革新的な技術やアイ
ディアの実用化を推進することにより、市民生活の向上及び
地域経済の活性化さらには先進的な取組に挑戦するまちとし
てのプレゼンスを確立する。

「Society 5.0（超スマート社会）」の実現を目指したフィールド実験の実施件数

フィールド実験の実施件数

R02

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

令和元年度

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         5.0

         0.0

         5.0

         0.0

         5.0

         0.0

         5.0

         0.0

任意的事務

□

□

□

□

共有、理解

企画・立案、計画

実行

評価・検証

093

活動指標

65

Ⅰ 1 (1) 科学技術の振興によるまちづくり

政策イノベーション部科学技術振興課

イノベーション推進係

件



目標値

目標値

目標値

指標名

指標名

指標名

実　績

実　績

実　績

コストの推移

方向性

項目

人件費

国庫支出金

指標の
概要

３

４

（

（

（

）

）

）

概要

概要

概要

指標の

指標の

指標の

５

訳
内
源
財

その他

地方債

県支出金

一般財源

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)事業費計

(有無)

(人)

(時間)

(千円)

(千円)

内訳
臨時職員等

正職員
時間外勤務

従事割合

事業コスト

人件費

理由

予算の方向性

市の関与

進捗状況

市民ニーズ

優先度

年

拠
根
算
積
初
当
度

事業の優先度はどうか

行政が関与する必要性について

事業が計画的に進んでいるか

市民ニーズと今後の見込み

(当初) (当初)(決算) (決算)

・審査委員謝礼　180千円
・チラシ、ポスター印刷　61千円
・審査会運営委託　385千円
・採択案件負担金　5,000千円

      11,416        9,266

維持

5

4

2

3

十分に高く、今後も増加が見込まれる。

計画通りに進めることができた。

今後も市が実施するほうがよい。

他の事業に優先して進める必要がある。

         0.80          0.70

       200.00        151.18

有 無

       6,143        5,121

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

R02

H26年度

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

R02年度

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0        1,619            0            0

       5,273        2,526            0            0

       5,273        4,145            0            0

平成30年度 令和 1年度 令和 2年度 令和 3年度



目標値

指標名

事業の概要

事業分類

事業の目的

指標名

実　績

根拠法令

事務事業マネジメントシート

事務事業名

改善目標（    年度にむけて)

要求区分

予算科目

概要

事業の基本情報

戦略プラン

総合戦略

個別計画

係名

担当部課

新規・継続

事業体制

市民参加

市長公約

評価

指標の推移

事業計画

課題成果

活動実績

目標値

実　績

指標の
概要

１

２

事業期間

（

（

）

）

女性研究者の活躍や次世代の女性研究者育成のさらなる取組のため筑波大学・茨城県との連携を強化する。
筑波大学の協力を得ながらボーフム市との連携事業を具体化するための話し合いを進める。

研究者の活躍や次世代育成のさらなる取組が必要。
ボーフム市との連携事業の具体化が必要。

・G7のレガシー継承事業として、科学技術分野への女性の参
　画拡大や女性人材育成のための事業を実施する。
・ハイレベルフォーラム等の国際会議への参加などを通じて
　つくばの国際的な認知度向上を図るとともに、国外の都市
　や研究者との連携・交流を深める。
・海外からの視察対応や異業種・異分野間の交流機会を創出
　する。

常陽リビングやリケジョシンポジウムで研究者の研究内容や
日常生活を紹介することで、研究者に対する親近感の醸成や
キャリアイメージを市民にすることができた。ボーフム市と
連携合意書を締結したほか、グルノーブル市及びグルノーブ
ル都市共同体との連携協定の締結に向けた協議が前進したこ
とで、海外とのネットワーク構築が進んだ。

６月～３月　つくばで輝く女性研究者等、特徴的な研究者を
　　　　　　常陽リビングで掲載（10回）
７月～８月　リケジョ合宿・リケジョシンポジウム
10月　筑波会議（市主催セッションの実施）
　　　ハイレベルフォーラム参加
　　　グルノーブル都市共同体と科学技術分野の連携協定締
　　　結
　　　ボーフム市と科学技術や科学技術分野の連携協定締結
通年　海外企業、政府関係者の視察受け入れ

６月～３月　つくばで輝く研究者を常陽リビングで掲載（10
回）
７月～８月　リケジョ合宿・リケジョシンポジウム
10月　筑波会議（市主催セッションの実施）
　　　ハイレベルフォーラム参加
11月　ボーフム市と科学技術や科学技術分野の連携協定締結
通年　海外企業、政府関係者の視察受け入れ（７月：香港大
学）

継続

国際科学技術都市「つくば」の推進事業

職員のみ

01-020108-19 科学の街つくば推進に要する経費

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

つくば市科学技術振興指針

　市内の大学・研究機関等の連携の強化を図ることにより、
その集積効果を最大限に高め、イノベーションを創出し、社
会的課題の解決や産業の国際競争力の強化等に貢献する。

R02

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

令和元年度

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

任意的事務

□

□

□

□

共有、理解

企画・立案、計画

実行

評価・検証

096

Ⅰ 1 (2) 研究機関等の集積をいかしたイノベーショ

政策イノベーション部科学技術振興課

科学の街推進係



目標値

目標値

目標値

指標名

指標名

指標名

実　績

実　績

実　績

コストの推移

方向性

項目

人件費

国庫支出金

指標の
概要

３

４

（

（

（

）

）

）

概要

概要

概要

指標の

指標の

指標の

５

訳
内
源
財

その他

地方債

県支出金

一般財源

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)事業費計

(有無)

(人)

(時間)

(千円)

(千円)

内訳
臨時職員等

正職員
時間外勤務

従事割合

事業コスト

人件費

理由

予算の方向性

市の関与

進捗状況

市民ニーズ

優先度

年

拠
根
算
積
初
当
度

事業の優先度はどうか

行政が関与する必要性について

事業が計画的に進んでいるか

市民ニーズと今後の見込み

(当初) (当初)(決算) (決算)

③国際科学技術都市「つくば」の推進事業　3,160千円
　国際科学技術都市「つくば」の存在を国外にPRすることで、世界からつくばへの注目度を高めるとともに、投資
や進出を促進させ、科学技術の振興、イノベーションの促進及び地域の活性化に繋げる。
　積算根拠：
　・ハイレベルフォーラム：特別旅費1,501千円、パートナー都市来日時昼食代165千円、
　　保険料26千円、wifiルーター37千円
　・理工系女子等応援事業：チラシ69千円、研究者紹介ポスター27千円、広告記事掲載770千円
　・理工系女子シンポジウム：500千円
　・市長表敬訪問者対応：手土産代60千円
　・視察対応：飲み物代5千円

      10,046       12,367

維持

4

3

2

2

十分に高く、今後も変わらずにあると見込まれる。

やや遅れたが、今年度の実施計画を達成した。

今後も市が実施するほうがよい。

継続して実施する必要がある。

         1.00          1.00

       260.32        265.55

無 無

       7,704        7,437

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

R02

H26年度

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

R02年度

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

       2,342        4,930        3,160            0

       2,342        4,930        3,160            0

平成30年度 令和 1年度 令和 2年度 令和 3年度



目標値

指標名

事業の概要

事業分類

事業の目的

指標名

実　績

根拠法令

事務事業マネジメントシート

事務事業名

改善目標（    年度にむけて)

要求区分

予算科目

概要

事業の基本情報

戦略プラン

総合戦略

個別計画

係名

担当部課

新規・継続

事業体制

市民参加

市長公約

評価

指標の推移

事業計画

課題成果

活動実績

目標値

実　績

指標の
概要

１

２

事業期間

（

（

）

）

市民がより身近に感じられるように、情報発信の機会を設定する。

国際戦略総合特区推進事業は専門性が高いため、引き続き市
民への周知方法が課題である。

組織の垣根を超えた新しい産学官連携の核となる組織(一社
）つくばグローバル・イノベーション推進機構（TGI）と連
携し、特区プロジェクト等を創出・推進することにより、新
事業・新産業の創出に取り組む。

・特区プロジェクトの進捗管理により課題等を把握できた。
・技術相談窓口にて、約120件の相談対応を行い、10件以上
の企業と研究機関等とのマッチングを実現した。
・ハイレベルフォーラムの参加により、市の国際的プレゼン
ス向上に寄与した。

・市・茨城県・TGIが連携し、各プロジェクトの進捗に合わ
せて事業化や産業化の推進に適した国の支援施策（財政、金
融、税制及び規制緩和）の活用を提案する。
・TGIに設置される技術相談窓口にて、市内企業への案内を
行う。

・茨城県、TGIと連携し、定期的に９つの特区プロジェクト
の進捗管理を行うとともに、特区プロジェクト主体に対して
会議運営・広報支援や、特区制度の活用の提案等を行った。
・TGIに設置された技術相談窓口にて、市内企業及び研究者
への案内を行った。
・世界各国のイノベーションエコシステムとのネットワーク
強化のためスウェーデンで行われたハイレベルフォーラムに
参加した。

継続

国際戦略総合特区推進事業

職員のみ

01-020108-16 科学技術振興に要する経費

         1.0

         0.0

         1.0

         0.0

         0.0

         0.0

       233.0

         0.0

       451.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

平成23年度～

総合特別区域計画

　つくばを変える新しい産学官連携システムを構築するとと
もに特区プロジェクトに取り組み、成果を上げ、ライフイノ
ベーション・グリーンイノベーション分野で我が国の成長・
発展に貢献する。
　「特区プロジェクト」の推進を通じて、つくばの科学技術
の集積から新事業・新産業が生み出されていく、新しいシス
テムを確立する。

科学技術の集積を活用したライフイノベーション及びグリーンイノベーションの推進による産業化促進のた
めの連携企業数（累計）※H28年度までは新たなプロジェクト創出数（特区計画延長に伴い指標を再設定）

連携企業数

R02

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

令和元年度

         1.0

         0.0

         1.0

         0.0

         1.0

         0.0

       173.0

         0.0

       329.0

         0.0

       486.0

         0.0

       641.0

         0.0

任意的事務

Ⅳ 2 1 科学技術の振興

□

□

□

□

共有、理解

企画・立案、計画

実行

評価・検証

092

活動指標

Ⅰ 1 (1) 科学技術の振興によるまちづくり

政策イノベーション部科学技術振興課

イノベーション推進係

件



目標値

目標値

目標値

指標名

指標名

指標名

実　績

実　績

実　績

コストの推移

方向性

項目

人件費

国庫支出金

指標の
概要

３

４

（

（

（

）

）

）

概要

概要

概要

指標の

指標の

指標の

５

訳
内
源
財

その他

地方債

県支出金

一般財源

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)事業費計

(有無)

(人)

(時間)

(千円)

(千円)

内訳
臨時職員等

正職員
時間外勤務

従事割合

事業コスト

人件費

理由

予算の方向性

市の関与

進捗状況

市民ニーズ

優先度

年

拠
根
算
積
初
当
度

事業の優先度はどうか

行政が関与する必要性について

事業が計画的に進んでいるか

市民ニーズと今後の見込み

(当初) (当初)(決算) (決算)

・旅費　143千円
・消耗品　98千円
・飲み物代　10千円
・TGI負担金及び会費　9,100千円
・藻類産業創成コンソーシアム負担金　100千円
・講習会受講料　４千円

      16,517       17,340

縮小

3

4

3

2

今後も一定の市民ニーズが見込まれる。

計画通りに進めることができた。

法令等により、市の実施が定められている。

継続して実施する必要がある。

         0.50          1.00

       125.00        215.97

無 無

       3,840        7,315

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

R02

H26年度

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

R02年度

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

TGI負担金の予算を1,000千円縮小したため

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

      12,677       10,025        9,455            0

      12,677       10,025        9,455            0

平成30年度 令和 1年度 令和 2年度 令和 3年度



目標値

指標名

事業の概要

事業分類

事業の目的

指標名

実　績

根拠法令

事務事業マネジメントシート

事務事業名

改善目標（    年度にむけて)

要求区分

予算科目

概要

事業の基本情報

戦略プラン

総合戦略

個別計画

係名

担当部課

新規・継続

事業体制

市民参加

市長公約

評価

指標の推移

事業計画

課題成果

活動実績

目標値

実　績

指標の
概要

１

２

事業期間

（

（

）

）

協定に伴う新たな事業の実施や科学教育推進事業などを通し、市内大学・研究機関のネットワークを広げるとともに、市
のポータルサイトに情報を集約し発信する。

　市内大学・研究機関等との連携の更なる強化と、つくばの
科学技術の魅力を集結し、効果的に発信する。

・市内各大学・研究機関のそれぞれの特徴を生かしながら、
　基本協定の締結や連携事業を推進する。
※行政改革アクションプラン「70 企業・大学・研究機関等
　との協働の推進」該当事業

　市役所での紹介のパネル展示や市内小中学校への刊行物の
配布協力などを通じて、市民に研究内容を広く周知するとと
もに、研究機関との協力関係を強化することができた。産総
研、民間事業者との下水道不明水対策検証において、年間を
通じて実証実験を支援しつつ、他地域の情報を把握し先進的
な社会課題解決手法を市内で試すことができた。

・アウトリーチ活動への支援等を通じた連携事業の実施や研
　究支援の実施
・新規で基本協定を締結
・冊子や映像等、各種広報媒体を作成・活用し、情報発信
・科学の街つくばを発信するためのコンテンツ作成

通年　筑協事務局従事（１名/週２日）、研究機関アウトリ
ーチ活動広報支援、サイエンスカフェ、JAXAや国土地理院と
の基本協定締結に向けた協議
１回/月で農研サイエンスカフェの支援
４月　防災連絡網作成
６月　B-DASH共同研究体協定締結
７月　B-DASH実証実験　～12月
10月　防災連絡網を活用した台風被害状況把握
３月　新型コロナウイルス情報共有

継続

市内大学・研究機関等との連携事業

職員のみ

01-020108-19 科学の街つくば推進に要する経費

         1.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

        16.0

         1.0

        17.0

         0.0

        19.0

         0.0

        31.0

         0.0

         0.0

つくば市科学技術振興指針

　筑波研究学園都市の一層の発展に向けて機能強化を図る。
　研究機関等との連携を戦略的に進めることにより、技術成
果・実証や社会的課題の解決に専門的知見を活用した行政体
制の構築、防災体制の強化等に資する。

新規協定締結数

連携事業数

R02

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

令和元年度

         0.0

         0.0

         1.0

         0.0

         1.0

        14.0

         1.0

        15.0

         1.0

        16.0

         1.0

        17.0

         1.0

        18.0

任意的事務

Ⅳ 2 1 科学技術の振興

□

□

□

□

共有、理解

企画・立案、計画

実行

評価・検証

094

活動指標

活動指標

政策イノベーション部科学技術振興課

科学の街推進係

件

件



目標値

目標値

目標値

指標名

指標名

指標名

実　績

実　績

実　績

コストの推移

方向性

項目

人件費

国庫支出金

指標の
概要

３

４

（

（

（

）

）

）

概要

概要

概要

指標の

指標の

指標の

５

訳
内
源
財

その他

地方債

県支出金

一般財源

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)事業費計

(有無)

(人)

(時間)

(千円)

(千円)

内訳
臨時職員等

正職員
時間外勤務

従事割合

事業コスト

人件費

理由

予算の方向性

市の関与

進捗状況

市民ニーズ

優先度

年

拠
根
算
積
初
当
度

事業の優先度はどうか

行政が関与する必要性について

事業が計画的に進んでいるか

市民ニーズと今後の見込み

(当初) (当初)(決算) (決算)

①市内大学・研究機関等との連携事業　1,583千円
　市内各大学・研究機関のそれぞれの特徴を生かしながら、連携事業を実施することで、「科学の街つくば」とし
ての街の魅力を創出する。
　積算根拠：
　・研究機関等のアウトリーチ活動支援：展示用消耗品45千円
　・科学の街情報発信：横断幕99千円、PRバナー95千円、パンフレット印刷500千円
　・筑波研究学園都市交流協議会事務局業務：年会費200千円、OA用消耗品10千円、情報通信料84千円
　・つくばサイエンスアカデミー：負担金550千円

      14,579        9,051

維持

3

4

2

2

今後も一定の市民ニーズが見込まれる。

計画通りに進めることができた。

今後も市が実施するほうがよい。

継続して実施する必要がある。

         1.00          1.00

       260.34        333.55

無 無

       7,704        7,604

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

※行政改革アクションプラン「70 企業・大学・研究機関等との協働の推進」該当指標

R02

H26年度

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

R02年度

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

       6,875        1,447        1,583            0

       6,875        1,447        1,583            0

平成30年度 令和 1年度 令和 2年度 令和 3年度



目標値

指標名

事業の概要

事業分類

事業の目的

指標名

実　績

根拠法令

事務事業マネジメントシート

事務事業名

改善目標（    年度にむけて)

要求区分

予算科目

概要

事業の基本情報

戦略プラン

総合戦略

個別計画

係名

担当部課

新規・継続

事業体制

市民参加

市長公約

評価

指標の推移

事業計画

課題成果

活動実績

目標値

実　績

指標の
概要

１

２

事業期間

（

（

）

）

教育の機会の増加（学校教育や塾以外での学びの場）及び質の向上を図るため、体験型科学教育事業における大学、研究
機関等とのコミュニティ形成の方向性を具体化し、関係者と意見交換を重ね共有しながら進めていくこと及びポータルサ
イトを充実させる。

　各種イベント実施効果の更なる市民還元度を高めるととも
に、科学教育の機会の増加及び質の向上を図る必要がある。

・つくば科学教育マイスター制度や体験型科学教育事業等を
　通じて科学教育を推進する。
・つくばサイエンス・アカデミーと連携し、飛躍的な研究成
　果が期待できる若手研究者につくば奨励賞を授与する。
・科学オリンピック（情報、国際情報）や科学の甲子園ジュ
　ニア全国大会等の科学イベントを市内で開催する。

体験型科学教育事業を実施し、コミュニティの形成も含め、
次年度以降の事業展開の方向性を見いだすことができた。ま
た、市民向けのプログラミング教室の実施や研究計画書の作
成補助など、こどもたちへ学びの場を提供することができた
。

通年　つくば科学教育マイスター認定
　　　体験型科学教育事業実施
11月　つくば奨励賞授与
　　　科学フェスティバル(つくば科学教育マイスター講座)
12月　科学の甲子園ジュニア全国大会
２月　日本情報オリンピック

11月　つくば奨励賞授与
　　　科学フェスティバル(つくば科学教育マイスター講座)
　　　体験型科学教育事業（谷田部小、竹西小）の実施
12月　科学の甲子園ジュニア全国大会開催支援
２月　情報オリンピック関連の市民向けイベント実施
　　　体験型科学教育事業学外イベント、つくばこどもクエ
スチョン2020、つくばSTEAMコンパス会議実施
３月　つくばこどもクエスチョンオンライン実施

継続

次代を担う人材育成と科学技術の理解の醸成事業（科学教育推進事業）

職員のみ

01-020108-19 科学の街つくば推進に要する経費

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

       495.0

         0.0

         0.0

         0.0

つくば市科学技術振興指針

　大学・研究機関等の集積をいかし、科学関連イベントの招
致・開催等を通じて、次代を担う人材育成や一般市民への科
学技術の理解の醸成を図る。

つくば市SDGｓ未来都市計画　Child：こどもの貧困対策と持続可能な未来を実現する人材育成（4,4.1）

体験型科学教育事業の延べ参加者数

R02

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

令和元年度

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

       200.0

         0.0

       200.0

         0.0

任意的事務

Ⅳ 2 1 科学技術の振興

□

□

□

□

共有、理解

企画・立案、計画

実行

評価・検証

095

成果指標

69-2

Ⅰ

Ⅱ

1

2

(1)

(3)

科学技術の振興によるまちづくり

科学教育の推進

政策イノベーション部科学技術振興課

科学の街推進係

人



目標値

目標値

目標値

指標名

指標名

指標名

実　績

実　績

実　績

コストの推移

方向性

項目

人件費

国庫支出金

指標の
概要

３

４

（

（

（

）

）

）

概要

概要

概要

指標の

指標の

指標の

５

訳
内
源
財

その他

地方債

県支出金

一般財源

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)事業費計

(有無)

(人)

(時間)

(千円)

(千円)

内訳
臨時職員等

正職員
時間外勤務

従事割合

事業コスト

人件費

理由

予算の方向性

市の関与

進捗状況

市民ニーズ

優先度

年

拠
根
算
積
初
当
度

事業の優先度はどうか

行政が関与する必要性について

事業が計画的に進んでいるか

市民ニーズと今後の見込み

(当初) (当初)(決算) (決算)

②次代を担う人材育成と科学技術の理解の醸成事業　12,559千円
　大学・研究機関等の集積を生かし、科学技術関連イベントを招致・開催すること等を通じて、次代を担う人材育
成や一般市民の科学技術に対する理解醸成を図る。
　積算根拠：
　・つくば科学教育マイスター：謝礼96千円、参加記念品（マイスター用）15千円、副賞100千円、参加記念品168
千円、チラシ32千円、マイスターポスター13千円、駐車場使用料9千円
　・パンフレット送料20千円
  ・体験型科学教育事業：体験型科学教育事業8,300千円
　・事業負担金：つくば奨励賞2,000千円、日本情報オリンピック700千円、科学の甲子園1,000千円
　・各種打合せ：普通旅費106千円

      25,303       25,543

維持

4

4

3

3

十分に高く、今後も変わらずにあると見込まれる。

計画通りに進めることができた。

法令等により、市の実施が定められている。

他の事業に優先して進める必要がある。

         1.50          1.00

       260.34        339.15

無 無

      11,233        7,618

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

R02

H26年度

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

R02年度

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

           0        5,993        4,150            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

      14,070       11,932        8,409            0

      14,070       17,925       12,559            0

平成30年度 令和 1年度 令和 2年度 令和 3年度



目標値

指標名

事業の概要

事業分類

事業の目的

指標名

実　績

根拠法令

事務事業マネジメントシート

事務事業名

改善目標（    年度にむけて)

要求区分

予算科目

概要

事業の基本情報

戦略プラン

総合戦略

個別計画

係名

担当部課

新規・継続

事業体制

市民参加

市長公約

評価

指標の推移

事業計画

課題成果

活動実績

目標値

実　績

指標の
概要

１

２

事業期間

（

（

）

）

各協定締結企業等とともに周知方法を検討していく。また、ニーズ調査の結果をもとに、意識の高い事
業者等にヒアリング等を行い試用を喚起するとともに、導入に向けた手法等を検討する。

試用者及び本格導入者を増加させるとともに、試用者等の実
態に見合ったロボットの使用方法の検討が必要である。

・各ロボット企業と市の共同事業により、ロボットの導入を
　検討している市内事業者に対し、効果の体験や一定期間の
　試用及び導入効果を検証する機会を提供することで、市内
　への生活支援ロボットの普及を促進する。
・市内事業所等に近未来技術等社会実装事業、Society 5.0
　支援事業等の取組により市場投入された製品・サービスへ
　のPR支援・体験イベントの開催及び導入支援を行い、市内
　への近未来技術等の社会実装の加速化を推進する。

　事業PRとして、広報紙やHPへの掲載や各協定締結企業等と
ともに関係機関へ周知活動を行うことで、市内事業者や市民
等に各製品やサービスの試用機会を提供した。また、ニーズ
調査により、各製品等の導入のための課題や近未来技術等に
意識の高い事業者を発掘することができ、今後の事業運営の
参考となるデータを取得できた。

・生活支援ロボット普及促進事業
　４月　各ロボット企業と協定書締結
　通年　広報紙、HP等への掲載、関係機関等への周知活動
・近未来技術等社会実装加速化推進事業
　４月　新規要項の制定　　　６月　各企業等と協定書締結
　10～12月　ニーズ調査　　　２月PR、体験イベントの開催
　通年　共同事業者及び試用等事業者獲得のため、関係機関
　　　　等への周知活動

・生活支援ロボット普及促進事業
　４月　今年度要項の制定、各企業等と協定締結
　５月　パロ体験会開催　　８月　広報紙掲載
　通年　HP等への掲載、関係機関等への周知活動
・近未来技術等社会実装加速化推進事業
　４月　新規要項の制定　６月・10月　各企業等と協定締結
　10月　産業フェアにて事業周知　11月　広報紙掲載
　２月　HALFIT体験会　２～３月　ニーズ調査
　通年　関係機関等への周知活動

継続

生活支援ロボット普及促進事業

職員のみ

01-020113-11 生活支援ロボット普及促進に要する経

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

        12.0

         4.0

         0.0

         0.0

平成27年度～

　生活支援ロボットの効果を体験できる機会を提供すること
により、生活支援ロボットの普及促進を図り、市民生活の向
上及び地域経済の活性化、つくば国際戦略総合特別区域計画
に係る取組及びロボットの街つくばの推進に寄与する。
　AI、IoTや自動運転等の近未来技術や科学技術研究の成果
等、最新の知見等を活用した製品・サービスの社会実装、試
用機会を提供することにより、健康寿命の延伸や、移動革命
の実現等、様々な社会課題の解決及び地域活性化に資する。

事業者が生活支援ロボットや近未来技術の製品、サービス等を利用した件数

製品、サービス等の試用件数

新規就職者数

R02

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

令和元年度

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

        54.0

         5.0

       114.0

         5.0

任意的事務

Ⅳ 2 1 科学技術の振興

□

□

□

□

共有、理解

企画・立案、計画

実行

評価・検証

990

成果指標

成果指標

Ⅰ 1 (1) 科学技術の振興によるまちづくり

政策イノベーション部科学技術振興課

イノベーション推進係

件

人

既存事業



目標値

目標値

目標値

指標名

指標名

指標名

実　績

実　績

実　績

コストの推移

方向性

項目

人件費

国庫支出金

指標の
概要

３

４

（

（

（

）

）

）

概要

概要

概要

指標の

指標の

指標の

５

訳
内
源
財

その他

地方債

県支出金

一般財源

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)事業費計

(有無)

(人)

(時間)

(千円)

(千円)

内訳
臨時職員等

正職員
時間外勤務

従事割合

事業コスト

人件費

理由

予算の方向性

市の関与

進捗状況

市民ニーズ

優先度

年

拠
根
算
積
初
当
度

事業の優先度はどうか

行政が関与する必要性について

事業が計画的に進んでいるか

市民ニーズと今後の見込み

(当初) (当初)(決算) (決算)

・生活支援ロボット普及促進事業
　負担金　4,927千円
・近未来技術等社会実装事業
　負担金　4,999千円　ニーズ調査・PR支援等委託　3,140千円

           0        4,547

縮小

3

2

3

2

今後も一定の市民ニーズが見込まれる。

計画から遅れている。（未達成）

法令等により、市の実施が定められている。

継続して実施する必要がある。

         0.00          0.40

         0.00         86.39

無 無

           0        2,927

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

つくば市における近未来技術を実用化したベンチャー企業への新規就職者数（※地方創生推進交付金と同様
）

R02

H26年度

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

R02年度

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

負担金の実績を踏まえ、予算を縮小したため

           0          789        6,533            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0          831        6,533            0

           0        1,620       13,066            0

平成30年度 令和 1年度 令和 2年度 令和 3年度



目標値

指標名

事業の概要

事業分類

事業の目的

指標名

実　績

根拠法令

事務事業マネジメントシート

事務事業名

改善目標（    年度にむけて)

要求区分

予算科目

概要

事業の基本情報

戦略プラン

総合戦略

個別計画

係名

担当部課

新規・継続

事業体制

市民参加

市長公約

評価

指標の推移

事業計画

課題成果

活動実績

目標値

実　績

指標の
概要

１

２

事業期間

（

（

）

）

・モビリティロボット事業は、継続的に行ってきた取組のレビューを行ったうえで、更なる飛躍に向けた今後の方向性を
検討する。
・スマートシティ事業は、協議会構成機関との密なコミュニケーションを心がけ、連携関係を強化する
・ロボットの街つくばの情報発信は、スマートシティ事業とあわせてより効果的となるよう方針を整理し発信する。

・自動走行実現のための法改正やモビリティロボットの通行
を可能にするための基準緩和
・製品化や新たなサービスの創出を目指す事業者と連携した
社会実装へ向けたスマートシティ化の取組の実施
・ロボットの街つくばの情報発信方針の整理

・搭乗型移動支援ロボットに関する実証実験やつくばチャレ
　ンジ等のロボット実験を通じて、国に規制緩和を要望して
　いくなど、ロボットの実利用環境の構築及び社会実装を推
　進する。
・国のMaaS(Mobility as a Service)の取組との連携や他自
　治体、大学、民間事業者等との新たな連携など、次世代モ
　ビリティの社会実装に係る取組を推進する。

　電動車いすの公道での自動走行実証実験は国内初の先進的
な成果となった。
　新たに国土交通省事業への採択を受け、スマートシティ化
に向けた第一弾として移動に焦点をあてた取組を開始した。
　モビリティロボットは周辺市街地振興への活用に向けて取
組を拡大した。

４月　国土交通省スマートシティモデル事業公募参加
５月　国土交通省新モビリティサービス推進事業公募参加
６月　つくばスマートシティ推進協議会の設立
７月　次世代モビリティ都市間ネットワークへの参画
秋以降　スマートシティモデル事業の実証（自律走行車いす
　　　　と歩行者信号情報発信装置を活用した自動運転）
１月以降　内閣府スーパーシティ構想への公募参加
通年　つくばチャレンジ2019の開催
　　　モビリティロボット実証実験推進協議会による実証

・公道での電動車いす自動走行実証実験
・周辺市街地振興を目的としたモビリティロボット活用事例
調査（対象：谷田部地区、小田地区）
・次世代モビリティ都市間ネットワークへの参画
・自動走行ロボットの社会実装に向けた官民協議会への参画
・TX研究学園駅エリアでつくばチャレンジ2019を開催
・国土交通省スマートシティモデル事業、新モビリティサー
ビス推進事業への採択、関連実証実験の実施
・視察対応　８件

継続

ロボットの街つくば推進事業

職員のみ

01-020108-20 ロボットの街つくば推進に要する経費

         0.0

         0.0

         9.0

         0.0

         9.0

         0.0

         7.0

         0.0

        13.0

         0.0

        13.0

         0.0

         0.0

         0.0

つくば市科学技術振興指針（第２期）

　ロボットの実用化の促進や人材育成を図り、もって、超高
齢社会への対応、低炭素社会の実現、観光等の地域活性化を
図るとともにシティプロモーションに貢献する。

ロボットのまち中実証実験数（種類）※平成26年度までの指標は、実験回数、実験走行距離（目標値：150
回、5,000km / 実績値：153回、3,653km）

ロボットのまち中実証実験数（種類）

R02

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

令和元年度

         0.0

         0.0

         5.0

         0.0

         5.0

         0.0

         5.0

         0.0

         5.0

         0.0

         5.0

         0.0

         5.0

         0.0

任意的事務

Ⅳ 2 2 ロボットの街つくばの推進

■

□

■

■

共有、理解

企画・立案、計画

実行

評価・検証

097

活動指標

Ⅰ 1 (1) 科学技術の振興によるまちづくり

政策イノベーション部科学技術振興課

次世代モビリティ推進係

件



目標値

目標値

目標値

指標名

指標名

指標名

実　績

実　績

実　績

コストの推移

方向性

項目

人件費

国庫支出金

指標の
概要

３

４

（

（

（

）

）

）

概要

概要

概要

指標の

指標の

指標の

５

訳
内
源
財

その他

地方債

県支出金

一般財源

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)事業費計

(有無)

(人)

(時間)

(千円)

(千円)

内訳
臨時職員等

正職員
時間外勤務

従事割合

事業コスト

人件費

理由

予算の方向性

市の関与

進捗状況

市民ニーズ

優先度

年

拠
根
算
積
初
当
度

事業の優先度はどうか

行政が関与する必要性について

事業が計画的に進んでいるか

市民ニーズと今後の見込み

(当初) (当初)(決算) (決算)

①つくばスマートシティモデル事業　　合計　3,382千円
　・普通旅費　355千円　・消耗品費　17千円　・飲み物代　10千円
　・スマートシティ協議会負担金　3,000千円

②モビリティロボット実証実験推進事業　　合計　1,074千円
　・備品修繕料　482千円　・自賠責保険料　81千円　・任意保険料　120千円
　・インストラクター講習会受講料　176千円　・インストラクター更新料　165千円　・協議会会費　50千円

③つくばチャレンジ　　合計　5,498千円
　・顧問報酬　480千円　・費用弁償　18千円　・大会補助金　5,000千円

      20,907       18,894

縮小

5

4

2

2

十分に高く、今後も増加が見込まれる。

計画通りに進めることができた。

今後も市が実施するほうがよい。

継続して実施する必要がある。

         1.50          1.50

       375.00        300.00

有 有

      11,517       10,914

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

R02

H26年度

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

R02年度

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

各経費の精査及びつくばモビリティロボット実証実験協議会負担金の計上見送りによるもの
（但し、スマートシティ協議会負担金については増額）

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

       9,390        7,980        9,954            0

       9,390        7,980        9,954            0

平成30年度 令和 1年度 令和 2年度 令和 3年度


